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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P１（表題）
大成建設の天津でございます。本日は、たくさんの皆様にご来場いただき、ありがとうございます。
これから、真の事業継続に向けた大成建設の取組み～レジリエンスの視点でFMを考える～というタイトルでお話させていただきます。
本日のプログラムを見ますと、セミナーのタイトルにレジリエンスと言葉が入っているものが、私を含めて３つあります。それだけ、レジリエンスが注目されていると言えます。そこで、このセミナーの特徴を出すように、私が勤務している大成建設の事業継続への取り組みを紹介しながら、真の事業継続管理に向けて、ＦＭとのかかわりとともに、レジリエンスという視点で考えて行きたいと思います。 
皆さん、レジリエンスという言葉はご存知ですか？意味については、この後解説して行きますが、言葉を知っていても知らなくても、本日お見えの皆様は個人の能力として、レジリエンスが高い方が多いと思うし、組織的にレジリエンスを高めている企業の方々も多いと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P4（自己紹介）
私は、天津健太郎と申します。熊本県出身、くまモンの仲間でございます。熊本県立熊本高校、神戸大学経営学部を経て、昭和５６年、１９８１年に大成建設に入社いたしました。
１９９６年以降１８年間、建設会社の中にあって、ほぼ一貫してＦＭ推進業務に携わっておりまして、ビル管理事業推進、ＦＭ推進、資産マネジメントなどの部署に加えて、２００９年から２年余り高松シンボルタワーのオーナーサイドとして、ビルの運営に関わりました。そして、２０１１年より営業推進本部ライフサイクルケア推進部配属となり、現在に至っております。
また、現在ＪＦＭＡの企画運営委員、ロングライフビル推進協会ＢＥＬＣＡの事業推進委員も務めております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P5（ライフサイクルケア推進部とは）
さて、私が所属している大成建設ライフサイクルケア推進部でございますが、ここでのライフサイクルの主語は建設会社でございますので、お客様や自社の施設/ファシリティを対象として、ＦＭの視点で、そのライフサイクルのお世話、配慮、気配り、手入れ、メンテナンス、リニューアルなどを推進していくことを業務としている部門でございます。
まさに事業継続管理ＢＣＭや事業継続計画ＢＣＰについても、私どもの重要な業務の１つです。また、施設や資産に関する情報管理を行うＣＡＦＭも取り扱っております。
まさに私どもの組織では、事業継続管理をＦＭの１つとして位置付けているといえます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P6（事業継続管理とFM）
事業継続管理とＦＭの関係を図に表わしたものです。この図の通り、事業継続管理とＦＭは車の両輪です。事業継続管理は、災害などのリスクに対応し事業継続性を確保するための計画を策定し管理するものです。ＦＭは、施設に関係するすべての業務に関与しており事業継続管理を実行する上では施設を主体に事業継続計画を策定することが必要となり、存在するリスクへ対応を行うことにより企業・団体の信頼性を高めることになります。そのためにレジリエンスの視点で考えてお話をしていきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P２（全体見出し）
 本日の話の流れは画面の通りです。
はじめに、自己紹介も兼ねて、レジリエンスというキーワードにいたる背景を簡単に話します。
2番目に、レジリエンス強化の重要性ということで、その向上に必要な５つの力やその具体事例などを話します。
3番目に、2006年より継続している大成建設自らの事業継続計画BCPへの取組みや東日本大震災での対応を紹介します。
４番目に、レジリエンス強化に向けたFM手法の活用を紹介します。
最後にまとめとして、レジリエンスを高めることやＦＭとの関わりについて、私の思いを述べて締めたいと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P７（全体見出し）
それでは、事業継続管理におけるレジリエンス強化の重要性について、話を進めて行きます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P９（レジリエンスとは）
レジリエンスという言葉は、元々カーペット業界の用語で、カーペットを押したとき弾力があって元に戻る、これをレジリエンスがいいと言っていたそうです。また、心理学では「打たれ強い」という意味合いから、レジリエンスを向上させるという使い方が一般化されたようです。
最近では、国家のリスクマネジメントとしての防災減災、強くてしなやかな国を作るということで、国土強靭化ということばが使われていますが、カタカナでは、ナショナルレジリエンスと表現されています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P10（ISO、ASISレジリエンス定義）
リスクマネジメントのISO31000では、レジリエンスを「複雑かつ変化していく環境に対する組織の適応能力」、ASIS仕様書、ASISとは世界最大のセキュリティ団体ですが、ここでは、組織のレジリエンスとして、ほぼ同様の定義をしています。
このように考えると、本来のレジリエンスは経営活動としての環境適応力、まさに企業そのものの力ということになります。
 とは言え、あまり難しく考えないほうがいいのかもしれません。先ほど、打たれ強いといいましたが、へたれにくい、立ち直りが早い、逆境に強い、失敗に対する学習能力がある、臨機応変の対応力がある、回復力だけでなく、抵抗力、弾力性がある、環境の変化や困難な状況に遭遇した時での前向きな要素をひっくるめた言葉だと思います。
個人で考えるとわかりやすいですね。それを組織としてどのように持つかということですね。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P７（全体見出し）
それでは、事業継続管理におけるレジリエンス強化の重要性について、話を進めて行きます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P6（事業継続管理とFM）
事業継続管理とＦＭの関係を図に表わしたものです。この図の通り、事業継続管理とＦＭは車の両輪です。事業継続管理は、災害などのリスクに対応し事業継続性を確保するための計画を策定し管理するものです。ＦＭは、施設に関係するすべての業務に関与しており事業継続管理を実行する上では施設を主体に事業継続計画を策定することが必要となり、存在するリスクへ対応を行うことにより企業・団体の信頼性を高めることになります。そのためにレジリエンスの視点で考えてお話をしていきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P6（事業継続管理とFM）
事業継続管理とＦＭの関係を図に表わしたものです。この図の通り、事業継続管理とＦＭは車の両輪です。事業継続管理は、災害などのリスクに対応し事業継続性を確保するための計画を策定し管理するものです。ＦＭは、施設に関係するすべての業務に関与しており事業継続管理を実行する上では施設を主体に事業継続計画を策定することが必要となり、存在するリスクへ対応を行うことにより企業・団体の信頼性を高めることになります。そのためにレジリエンスの視点で考えてお話をしていきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
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それでは、事業継続管理におけるレジリエンス強化の重要性について、話を進めて行きます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Ｐ69（closing）
このあと株式会社セノンの上倉（カミクラ）様から、組織のレジリエンスについてのセミナーがございます。引き続き聞いていただければ、よりレジリエンスへの理解も深まると思います。また、明日もＢＩＭの話をはじめ、さまざまなテーマでのセミナーが予定されています。ここでもレジリエンスの考え方は役に立つかもしれません。
なお、１階の展示ホールで、ゼロエネルギーに向けたZEB実証棟の紹介を中心に大成建設の展示を行っておりますので、ぜひお立ち寄りください。そして、施設全般やＦＭ・ＢＣＰ等に関してお困りの点があれば、お気軽にご相談ください。私もこのあとそのブースのあたりにいると思いますので、何かありましたらお声かけください。これで終了です。
どうもご清聴ありがとうございました。
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